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視　点

2 今冬期の高速道路交通確保を振り返って
■■東日本高速道路（株）新潟支社道路事業部長　久保竜志

トピックス 

4 建設現場における遠隔臨場の試行について
■■国土交通省　北陸地方整備局

地域の動き 

5
まるで日本のベニス!?内川の水質環境を維持するために
内川流域浄化対策について

■■富山県高岡土木センター

技術レポート 

7
河川工事における創意工夫について

■■梅本建設工業（株）　■監理技術者　宮崎　琢人■
現場代理人　今泉　健一

11
PC制御機械システムによる覆工施工自動運転を目指して
山岳トンネル覆工自動施工システム

■■清水建設（株）

シリーズ 
現場技術者の「知得」 

しっとく 

15 令和３年度積算基準等の改定概要について
■■北陸地方整備局　企画部

19 ＩＣＴ活用工事の推進について
■■新潟県　土木部　技術管理課

技術レポート        【最後に問い合わせ先を入力してください．】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現場流動覆工ベー

スコンクリート 

JIS 生コン工場製造 

流動化剤アジテータ車

現場添加、撹拌 → 

コンクリートポンプ車 

 

マニピュレータ方式 

可動配管による自動打込み装置 

 (打込み口 11 箇所、吹上げ式) 

型枠バイブレータシステム 

(左右各 6 段×4 列配置) 

段単位の 4 列同時自動締固め 

PC/Tablet システム 

施工パターンによる自動制御 

PC システム 

計画 DB/実施 DB 

各種センサで可視化 
◆打込みコンクリート高 
・打込み圧力、温度、打込み量 
・締固めエネルギーなど 
リアルタイム計測 

移動型枠 

System 

操作 

図-1 現場流動覆工コンクリート自動施工システム概要 

(L側)                       (R側) 
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コンクリートセンサ番号

打込み箇所番号

型枠バイブレータ番号と範囲

打込み装置番号と範囲

圧力センサ間隔 圧力温度センサ

打込み口（IL,IR）、型枠バイブレータ（VL,VR）、コンクリートセンサ（CL,CR）
Lは左側、Rは右側

打込み口（IL,IR），型枠バイブレータ（VL,VR），コンクリートセンサ（CL,CR）, 
Lは左側，Rは右側 

図-2 打込み箇所番号・装置の打込みと締固め範囲（妻側断面） 

打込みノズル挿入口↓ 

打込みノズル→ 

←移動台車移動レール 

↓制御盤 

打込みノズル移動台車↑ 

可動配管→ 

打込み口→ 

写真-3 マニピュレータ方式自動打込み装置全景 マニピュレータ方式
自動打込み装置全景▶P.11

作業土工施工状況▶P.7

施設の外観（上）、取水口（左）、吐き出し口（右）▶P.5

職場紹介

21
“地域の町医者としての建設業”
郷土と共に

■■（株）近藤組

佐渡市　相川小学校校舎・
体育館・プール建設工事▶P.21

監督員側PC 受注者側撮影状況
▶P.4

重機操作実習 PC操作実習
▶P.19

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

先輩なう！

24
興味があることを職業に!!

■■北陸地方整備局　長岡国道事務所　計画課■
虎澤　なずな　さん（現所属：新潟国道事務所　村上出張所）

新技術情報 

25
■Made in 新潟　新技術普及・活用制度

・高荷重下におけるボイド維持を可能とする特殊固結型滑材
　【登録番号：2020D101】　（株）ジオックス

・現場情報共有システム
　【登録番号：2020D102】　（株）Holostruction

・IoTセンサーを活用した建設機械稼働状況管理
　【登録番号：2020D103】　（株）長岡計器

・コンクリート構造物品質向上のための施工支援システム
　【登録番号：2020D104】　（株）ユニテック

北陸地方整備局　長岡国道事務所　計画課
虎澤 なずな さん（現所属：新潟国道事務所

村上出張所）▶P.24

【従来可塑剤】

【別紙2】Made in 新潟紹介シート

技術名称

登録番号 2020D101 区分 材料

開発会社 株式会社ジオックス 問合せ先 025-285-0271

技術名称

登録番号 2020D102 区分 システム

開発会社 株式会社Holostruction 問合せ先 0256-32-0006

高荷重下におけるボイド維持を可能とする特殊固結型滑材

現場情報共有システム

1.概要
①何について何をする技術なのか?
推進工の滑材として使用し、推進管と地山の摩擦を低減する材料。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
・材料は、主にケイ酸ナトリウムからなるA液と、重炭酸ナトリウムから
なるB液を混合することで得られる水ガラス系滑材。

・注入方法は、A、B液の2液をそれぞれ送液し、吐出直前で混合させ

テールボイドへ注入。混合後30～60秒でゲル化する。
③公共工事のどこに適用できるのか?

推進管と地山との摩擦の低減が必要な工事 （例）上下水道等の推進工

2.新規性及び期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・材料は、主にポリアクリル酸塩からなる主剤と、ベントナイトからなる
助剤を混合して得られる高弾力性ゲル滑材とした。
・滑材の注入は、主剤と助剤を吐出直前に専用混合器であらかじめ混
合させ、完全にゲル化した状態でテールボイドに注入するようにした。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
水ガラス系滑材から高弾力性ゲル滑材に変えたことにより、あらかじめ

ゲル化した状態でテールボイドに注入されるので、空隙充填の確実性が

向上し、施工精度の向上に繋がる。また、材料コスト削減による経済性

の向上が図れる。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲

推進管と地山との摩擦の低減を必要とする推進工

【従来可塑剤】

【こんにゃく可塑剤】

テールボイドへの充填性が高く
施工性が向上

1.概要
①何について何をする技術なのか?
スマートフォンアプリにて自動取得した位置情報に対し、写真(または動画)を撮影し、撮影者、
撮影日時、更新日時、状況コメントを加えて送信し、情報共有および一元管理を行う技術。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
地図の共有はクラウド型の地図サービスと電子メールを利用して行っていた。
③公共工事のどこに適用できるのか?
日々の作業報告や点検・パトロールでの状況報告。災害発生時の被災状況管理。
2.新規性及び期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
従来は、クラウド型地図サービスと電子メールの2つのソフトを使用する必要があったが、
新技術では1つのアプリにて全てできるようにした。
また、地図上に撮影した写真や場所名しか記録できなかったが、撮影日時、更新日時、
状況コメント、動画などの現場情報を複数記録できるようにした。
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

現場との情報共有が迅速且つ、容易にできるようになる。特に災害発生時においては広

域にわたる被災状況をサービス利用者間でリアルタイムに収集・共有することができる。

併せて、担当者への参集指示や、参集状況を管理でき、的確な初動対応ができるように

なる。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
新技術は位置情報を含む各種情報をクラウド環境にて共有するため、GPS測位、
インターネット接続ができる工事現場が適用可能範囲である。

4.従来技術との比較
【従来技術：クラウド型地図サービスと電子メールによる地図共有】
●経済性：15%向上（人件費減少） ●工程：26%短縮（情報の送信・確認時間の短縮） ●品質：同程度 ●安全性：同程度
●施工性：向上（現場からの状況報告および管理者による確認の手順短縮） ●周辺環境への影響：同程度

【システム構成】

【システム画面】

4.従来技術との比較
【従来技術：水ガラス系固結型滑剤を用いた泥濃式推進工法】
●経済性：同程度●工程：同程度●品質：同程度●安全性：同程度●施工性：向上（添加量削減）●周辺環境への影響：向上（pH中性）

【こんにゃく可塑剤】
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技術名称

登録番号 2020D101 区分 材料

開発会社 株式会社ジオックス 問合せ先 025-285-0271

技術名称

登録番号 2020D102 区分 システム

開発会社 株式会社Holostruction 問合せ先 0256-32-0006

高荷重下におけるボイド維持を可能とする特殊固結型滑材

現場情報共有システム

1.概要
①何について何をする技術なのか?
推進工の滑材として使用し、推進管と地山の摩擦を低減する材料。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
・材料は、主にケイ酸ナトリウムからなるA液と、重炭酸ナトリウムから
なるB液を混合することで得られる水ガラス系滑材。

・注入方法は、A、B液の2液をそれぞれ送液し、吐出直前で混合させ

テールボイドへ注入。混合後30～60秒でゲル化する。
③公共工事のどこに適用できるのか?

推進管と地山との摩擦の低減が必要な工事 （例）上下水道等の推進工

2.新規性及び期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・材料は、主にポリアクリル酸塩からなる主剤と、ベントナイトからなる
助剤を混合して得られる高弾力性ゲル滑材とした。
・滑材の注入は、主剤と助剤を吐出直前に専用混合器であらかじめ混
合させ、完全にゲル化した状態でテールボイドに注入するようにした。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
水ガラス系滑材から高弾力性ゲル滑材に変えたことにより、あらかじめ

ゲル化した状態でテールボイドに注入されるので、空隙充填の確実性が

向上し、施工精度の向上に繋がる。また、材料コスト削減による経済性

の向上が図れる。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲

推進管と地山との摩擦の低減を必要とする推進工

【従来可塑剤】

【こんにゃく可塑剤】

テールボイドへの充填性が高く
施工性が向上

1.概要
①何について何をする技術なのか?
スマートフォンアプリにて自動取得した位置情報に対し、写真(または動画)を撮影し、撮影者、
撮影日時、更新日時、状況コメントを加えて送信し、情報共有および一元管理を行う技術。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
地図の共有はクラウド型の地図サービスと電子メールを利用して行っていた。
③公共工事のどこに適用できるのか?
日々の作業報告や点検・パトロールでの状況報告。災害発生時の被災状況管理。
2.新規性及び期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
従来は、クラウド型地図サービスと電子メールの2つのソフトを使用する必要があったが、
新技術では1つのアプリにて全てできるようにした。
また、地図上に撮影した写真や場所名しか記録できなかったが、撮影日時、更新日時、
状況コメント、動画などの現場情報を複数記録できるようにした。
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

現場との情報共有が迅速且つ、容易にできるようになる。特に災害発生時においては広

域にわたる被災状況をサービス利用者間でリアルタイムに収集・共有することができる。

併せて、担当者への参集指示や、参集状況を管理でき、的確な初動対応ができるように

なる。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
新技術は位置情報を含む各種情報をクラウド環境にて共有するため、GPS測位、
インターネット接続ができる工事現場が適用可能範囲である。

4.従来技術との比較
【従来技術：クラウド型地図サービスと電子メールによる地図共有】
●経済性：15%向上（人件費減少） ●工程：26%短縮（情報の送信・確認時間の短縮） ●品質：同程度 ●安全性：同程度
●施工性：向上（現場からの状況報告および管理者による確認の手順短縮） ●周辺環境への影響：同程度

【システム構成】

【システム画面】

4.従来技術との比較
【従来技術：水ガラス系固結型滑剤を用いた泥濃式推進工法】
●経済性：同程度●工程：同程度●品質：同程度●安全性：同程度●施工性：向上（添加量削減）●周辺環境への影響：向上（pH中性）

テールボイドへの充填性が高く
施工性が向上

高荷重下におけるボイド維持を
可能とする特殊固結型滑材▶P.25
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推進管と地山との摩擦の低減を必要とする推進工

【従来可塑剤】

【こんにゃく可塑剤】

テールボイドへの充填性が高く
施工性が向上

1.概要
①何について何をする技術なのか?
スマートフォンアプリにて自動取得した位置情報に対し、写真(または動画)を撮影し、撮影者、
撮影日時、更新日時、状況コメントを加えて送信し、情報共有および一元管理を行う技術。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
地図の共有はクラウド型の地図サービスと電子メールを利用して行っていた。
③公共工事のどこに適用できるのか?
日々の作業報告や点検・パトロールでの状況報告。災害発生時の被災状況管理。
2.新規性及び期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
従来は、クラウド型地図サービスと電子メールの2つのソフトを使用する必要があったが、
新技術では1つのアプリにて全てできるようにした。
また、地図上に撮影した写真や場所名しか記録できなかったが、撮影日時、更新日時、
状況コメント、動画などの現場情報を複数記録できるようにした。
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

現場との情報共有が迅速且つ、容易にできるようになる。特に災害発生時においては広

域にわたる被災状況をサービス利用者間でリアルタイムに収集・共有することができる。

併せて、担当者への参集指示や、参集状況を管理でき、的確な初動対応ができるように

なる。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
新技術は位置情報を含む各種情報をクラウド環境にて共有するため、GPS測位、
インターネット接続ができる工事現場が適用可能範囲である。

4.従来技術との比較
【従来技術：クラウド型地図サービスと電子メールによる地図共有】
●経済性：15%向上（人件費減少） ●工程：26%短縮（情報の送信・確認時間の短縮） ●品質：同程度 ●安全性：同程度
●施工性：向上（現場からの状況報告および管理者による確認の手順短縮） ●周辺環境への影響：同程度

【システム構成】

【システム画面】

4.従来技術との比較
【従来技術：水ガラス系固結型滑剤を用いた泥濃式推進工法】
●経済性：同程度●工程：同程度●品質：同程度●安全性：同程度●施工性：向上（添加量削減）●周辺環境への影響：向上（pH中性）

現場情報共有システム▶P.25 IoTセンサーを活用した
建設機械稼働状況管理▶P.25

【別紙2】Made in 新潟紹介シート

技術名称

登録番号 2020D103 区分

開発会社 問合せ先

技術名称 コンクリート構造物品質向上のための施工支援システム

登録番号 2020D104 区分 システム

開発会社 株式会社ユニテック 問合せ先 0257-22-0555

IoTセンサーを活用した建設機械稼働状況管理

システム

(株)長岡計器 0258－22－3717

1.概要
①何について何をする技術なのか?

建設機械に装着したIoTセンサーからカメラ映像データやGPSデータ、車両信号データ等を取得。取得データを用いて、クラウド上の
システムにて稼働実績等を管理することで、事務効率が向上。熟練オペレータの作業状況等を分析し、人材育成にも活用が可能。
②従来はどのような技術で対応していたのか?

一部の除雪機械をのぞき、アナログタコグラフ装置にて、速度、時間、距離を記録し、
そのデータを元に、ローカルPC上で稼働実績の管理をしている。
③公共工事のどこに適用できるのか?
建設機械を使用する工事での労務管理。除雪での稼働実績管理。

2.新規性及び期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)

インターフェイスやハーネスの開発により、従来は困難であった建設機械へのIoTセン
サーの装着、車両信号の取得が可能となった。これにより、従来技術での取得可能情報に
加え、建設機械の作業の有無、アイドリング時間、ウィンカーやブレーキのタイミング、急発
進や急加速、急減速等のデータ、映像やGPSによるリアルタイムな位置情報、軌跡情報の
取得が可能となった。
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

・作業日報の作成、作業費用の計算をデジタル化することで、事務コスト削減が可能。

・稼働記録の管理作業をクラウド上で行うことで、テレワークでの対応も可能となる。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲

・建設機械全般。

4.従来技術との比較
【従来技術：アナログタコグラフ】
●経済性：同程度 ●工程：同程度 ●品質：向上 ●安全性：向上 ●施工性：同程度
●周辺環境への影響：向上

映像データを使用した安全作業
指導や教育の実施が可能。

クラウド上で作業内容の確認や
作業費用の計算等が可能。

1.概要
①何について何をする技術なのか?
本システム「Poc-tech」は、建設業の熟練技術者が減少している中で、施工者の経験・能力によらず、品質の良いコンクリート構造物を
築造するための、コンクリート打込みの一連のプロセスを支援するシステム。通常の施工記録だけでなく、システム独自にコンクリート
打込みの計画書作成や、IoTを使った温度の自動計測を元に温度グラフを作成する帳票を提供することにより、施工者をサポート。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
コンクリート打込みは施工者の経験・スキルに基づいて行われており、現場毎に品質の
バラツキが生じている。
③公共工事のどこに適用できるのか?
重要構造物だけでなく、小規模な構造物や無筋構造物などでも活用できる。

2.新規性及び期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・項目毎の説明機能により、打込み計画書を容易に作成できる。
・他社が提供しているＩoＴ対応の自動温度測定システム「おんどとり Web Storage」と連携
することで、現場に行かずにリアルタイムでコンクリート温度を確認、グラフ化が可能。
・コンクリート構造物の打込みに関する一連のプロセスのチェックシートをシステム上で作成できる。
・施工時の解説動画の閲覧機能により、経験の少ない技術者がコンクリート打込み技術を学ぶことができる。
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・経験の浅い技術者のコンクリート打込みの技術力の向上により、コンクリート品質の

向上が期待できる。
・自動温度計測によりタイムリーに温度推移がわかるため、適切な養生を行うことができる。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
コンクリート構造物であれば適用可能。

4.従来技術との比較
【従来技術：コンクリートの品質管理に関する書類作成・保管】
●経済性：低下 ●工程：同程度 ●品質：向上 ●安全性：同程度 ●施工性：向上 ●周辺環境への影響：同程度

【温度測定グラフ】

【コンクリート打込みの解説動画】コンクリート構造物品質向上の
ための施工支援システム▶P.25

■北陸自動車道　上市スマートIC事業
　北陸自動車道 立山ICから滑川IC間で上市スマートICの供用が開始しました。
　上市スマートICは、2016年5月に連結許可及び有料道路事業許可を得ており、周辺地域
の北陸自動車道へのアクセスが向上し、観光振興や産業・経済活動への貢献や地域の防災
機能救急・救命活動の強化に寄与することが期待されております。
 【開通年月日：2020年12月13日】


